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七
月
二
日
（
土
）、
み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館
二
階
研

修
室
に
て
、
令
和
四
年
度
の
友
の
会
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
前
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
書
面
決

議
に
替
え
ま
し
た
が
、
万
全
を
期
し
た
う
え
で
前
に
進
も

う
と
、
令
和
元
年
以
来
三
年
ぶ
り
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、新
任
の
千
葉
雅
人
館
長
に
御
臨
席
い
た
だ
き
、 

十
三
名
の
会
員
が
参
加
し
て
、
令
和
三
年
度
活
動
報
告
・

決
算
報
告
、
令
和
四
年
度
の
活
動
計
画
・
予
算
案
、
役
員

人
事
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。（
３
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

〇
令
和
元
年
度 

友
の
会
総
会
記
念
講
演

　

七
月
二
日
友
の
会
総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
令
和
の
西
福
寺
修
復
事
業
記
念
の
意
味
も

こ
め
て
「
西
福
寺
伽
藍
の
謎
を
探
る
」
と
題
し
、
か
つ
て

文
化
財
担
当
者
と
し
て
平
成
の
修
復
事
業
に
携
わ
っ
た
経

験
を
踏
ま
え
、川
村
俊
彦
友
の
会
会
長
が
講
演
し
ま
し
た
。

〇
「
西
福
寺
文
書
の
世
界
」
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

総
会
終
了
後
の
７
月
３
日
、
午
前
の
部
と
午
後
の
部
の

２
回
、
令
和
の
西
福
寺
修
復
連
繋
企
画
と
し
て
展
覧
中

の
「
西
福
寺
文
書
の
世
界
」
展
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を

実
施
し
ま
し
た
。
担
当
の
高
早
恵
美
学
芸
員
に
は
、
福
智

院
旧
蔵
の
こ

け
ら
経
や
、

そ
の
成
立
の

背
景
が
窺
え

る
資
料
な
ど

を
解
説
い
た

だ
き
、
参
加

者
一
同
は
興

味
深
く
聴
き

入
っ
て
い
ま

し
た
。

題字：千葉半厓

友の会活動報告

令和 4年度 敦賀市立博物館友の会総会を開催

ギャラリートークの様子

友の会総会の様子



　
国
際
港
敦
賀
を
往
来
し
た
人
々

　
　
　
　

―
三
人
の
文
学
者
に
触
発
さ
れ
て
―

　
　
　
　
　
　
　
　

友
の
会
会
長　

川
村　

俊
彦

　
「
あ
あ
皐さ

つ
き月

仏
蘭
西
の
野
は
火
の
色
す
君
も

雛コ
ク
リ
コ

罌
粟
わ
れ
も
雛
罌
粟
」

　

コ
ク
リ
コ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
雛ひ

な
げ
し

罌
粟
の
こ
と
。

右
は
燃
え
る
よ
う
な
ひ
な
げ
し
の
花
に
彩
ら
れ
た
初

夏
の
パ
リ
で
与
謝
野
晶
子
が
詠
ん
だ
第
一
作
で
あ

る
。
晶
子
は
、１
９
１
２
年
５
月
５
日
東
京
（
新
橋
）

を
発
ち
、
敦
賀
か
ら
ロ
シ
ア
船
ア
リ
ヨ
ー
ル
号
に
乗

船
し
て
、
外
遊
中
の
夫
・
鉄
幹
の
も
と
へ
旅
立
っ
た
。

欧
亜
国
際
連
絡
列
車
の
運
行
が
始
ま
っ
た
の
は
、
同

年
の
６
月
１
５
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
よ
り
先
、
１
９
０
２
年
に
は
長
谷
川
辰
之
助

（
二
葉
亭
四
迷
）
が
敦
賀
港
か
ら
浦
潮
経
由
で
ハ
ル

ピ
ン
へ
渡
っ
た
。
長
谷
川
は
ま
た
、
０
８
年
に
大
阪

朝
日
新
聞
社
の
特
派
員
と
し
て
神
戸
か
ら
大
連
経
由

で
ロ
シ
ア
へ
赴
く
の
だ
が
、
前
に
敦
賀
へ
立
寄
り
、

鳳
山
丸
で
帰
朝
し
た
初
代
満
鉄
総
裁
の
後
藤
新
平
に

面
会
し
て
い
る
。
翌
年
、
厳
冬
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で

宿
痾
の
結
核
を
亢
進
さ
せ
た
長
谷
川
は
、
英
国
リ
バ

プ
ー
ル
か
ら
イ
ン
ド
洋
廻
り
で
帰
国
の
途
次
、
ベ
ン

ガ
ル
湾
洋
上
で
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。

　

下
っ
て
１
９
３
０
年
、中

ち
ゅ
う
じ
ょ
う

條
（
宮
本
）
百
合
子
が
、

同
性
の
恋
人
で
露
文
学
者
の
湯
浅
芳
子
と
共
に
、
敦

賀
港
に
降
り
立
っ
た
。
３
年
間
に
亘
る
ソ
連
で
の
遊

学
を
終
え
て
の
帰
還
で
あ
る
。
１
０
月
２
５
日
モ
ス

ク
ワ
発
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
経

由
し
、
東
京
へ
は
１
１
月
８
日
着
、
１
３
日
間
の
旅

で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
芳
子
と
別
れ
た
百
合
子
は
、

宮
本
顕
治
と
出
逢
う
こ
と
に
な
る
。

　

近
代
文
学
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
作
家
た
ち

の
文
を
辿
っ
て
い
る
と
、
通
過
点
と
し
て
の
描
写
に

過
ぎ
な
い
と
解
っ
て
い
て
も
、「
敦
賀
」
の
文
字
を

眼
に
す
る
た
び
心
躍
る
思
い
が
す
る
。

　

こ
の
他
に
も
多
く
の
人
々
が
国
際
港
敦
賀
を
行
き

交
っ
た
。
以
下
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　

１
９
１
０
年
、
山
田
耕
作
（
筰
）
が
ベ
ル
リ
ン
留

学
の
た
め
、
敦
賀
か
ら
ロ
シ
ア
船
で
出
航
。

　

１
９
１
２
年
、
５
月
１
６
日
に
東
京
を
発
っ
た
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
五
輪
選
手
団
が
敦
賀
港
を
出
航
。

　

１
９
１
８
年
５
月
３
１
日
、
ロ
シ
ア
の
作
曲
家
セ

ル
ゲ
イ
・
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
が
日
本
経
由
で
ア
メ
リ

カ
亡
命
を
目
的
と
し
て
敦
賀
港
に
上
陸
。

　

１
９
２
０
年
７
月
２
３
日
～
翌
年
７
月
６
日
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
第
一
陣
上
陸
。

　

１
９
２
１
年
、
ロ
シ
ア
の
詩
人
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
が

敦
賀
港
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
へ
強
制
送
還
。

　

１
９
２
２
年
８
月
７
日
～
２
７
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

孤
児
第
二
陣
が
敦
賀
港
上
陸
。

　

１
９
２
７
年
７
月
２
６
日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
探
検

家
ロ
ア
ル
ド
・
ア
ム
ン
ゼ
ン
が
敦
賀
港
を
出
航
。

　

１
９
２
８
年
、
市
川
左
団
次
が
歌
舞
伎
モ
ス
ク
ワ

公
演
へ
敦
賀
港
か
ら
出
発
。

　

１
９
３
３
年
、
５
月
３
日
、
ド
イ
ツ
の
建
築
家
ブ

ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
が
天
草
丸
で
敦
賀
上
陸
。
同
年
６

月
２
３
日
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
・
作
家
の
ラ
ン
グ
ス

ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
が
上
陸
し
熊
谷
ホ
テ
ル
に
投
宿
。

　

１
９
３
８
年
、
第
一
回
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

が
敦
賀
港
よ
り
出
航
。

　

１
９
３
９
～
４
１
年
、「
杉
原
ビ
ザ
」
の
ユ
ダ
ヤ

人
難
民
が
上
陸
（
総
数
約
６
千
人
）。

　

･･･

等
々
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
政
・
官
・
軍

関
係
は
煩
多
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　

か
つ
て
こ
の
港
を
往
来
し
た
人
々
。
敦
博
に
お
い

て
往
時
の
国
際
港
敦
賀
を
伝
え
る
展
示
を
見
る
に
つ

け
、
そ
の
群
像
が
髣
髴
と
脳
裏
に
去
来
し
て
、
見
果

て
ぬ
遠
い
日
の
敦
賀
港
の
面
影
が
、
懐
か
し
く
、
誇

ら
し
く
思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより
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友
の
会
総
会
議
決
事
項

（
抜
粋
）

〇
令
和
三
年
度
事
業
報
告

　

四
月
二
十
四
日 
会
計
監
査

　

五
月
三
十
日 

役
員
会

　

七
月
十
三
日 

友
の
会
総
会
（
書
面
決
議
）

　

七
月
十
七
日 

　
　

天
狗
党
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
一
般
含
む
） 

参
加
者
十
名

　
　
　

十
八
日 

同
前 

参
加
者
九
名

　
　
　

二
十
四
日 

同
前
（
一
般
含
む
）
参
加
者
七
名

　
　
　

二
十
五
日 

同
前 

参
加
者 

３
名

　

十
月
二
日 

歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
「
古
写
真
の
風
景
を
歩
く
」 

参
加
者
９
名

　

九
月
十
七
日 

友
の
会
だ
よ
り
九
十
六
号
発
行

　

三
月
三
十
一
日 

友
の
会
だ
よ
り
九
十
七
号
発
行

〇
令
和
３
年
度
収
支
決
算
額

　

収
入
額
合
計 

３
４
６
、６
７
０
円

　

支
出
額
合
計 

１
２
６
，
６
１
９
円

　

差
引
残
高 

２
２
０
，
０
５
１
円
（
次
年
度
繰
越
）

〇
令
和
４
年
度
事
業
計
画

　

六
月
十
一
日 

役
員
会

　

七
月 

二
日 

総
会
・
記
念
講
演
会

　
　
　

三
日 「
西
福
寺
文
書
の
世
界
」
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　
　

十
一
月
中 

特
別
展
「
敦
賀
藩
物
語
」

　
　
　
　

関
連
行
事 

　
　
　
　
　

鞠
山
藩
史
跡
見
学
と
み
か
ん
狩
ツ
ア
ー

　
　
　

十
二
月
頃 

研
修
旅
行 

岐
阜
・
関
ケ
原
方
面

　
　
　

友
の
会
だ
よ
り
九
十
八
号
発
行

　
　
　

友
の
会
だ
よ
り
九
十
九
号
発
行

※
右
は
、
感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止

　

あ
る
い
は
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

〇
令
和
４
年
度
予
算
額

収
入
額
合
計 

３
０
２
、０
５
２
円

〇
友
の
会
役
員
名
列

　

会 

長 　

   

川
村 

俊
彦

　

副
会
長 　

吉
水 

祥
子 （
新
任
）

　

事
務
局
長
兼
会
計 　

面 

隆
史

　

理 

事 　

   

清
水 

千
春

　

理 

事      

田
代 

章
子

　

理 

事      

前
田 

優

　

理 

事      

川
勝 

紀
男

　

理 

事      

西
ノ
上 

隆
雄

　

監 

事      

糀
谷 

好
晃

新
館
長
ご
挨
拶

敦賀市立博物館友の会だより　9 ８号　( 令和４年 10 月 )

こ
の
四
月
よ
り
館
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

千
葉
雅
人
と
申
し
ま
す
。
初
め
て
の
博
物
館
勤

務
は
、
日
々
新
鮮
な
経
験
の
連
続
で
し
た
が
、

お
か
げ
さ
ま
で
少
し
づ
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

学
芸
員
諸
氏
の
高
い
専
門
性
と
、
熱
心
さ
に
基

づ
く
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
、
そ
し
て
事
務
ス

タ
ッ
フ
の
職
務
遂
行
へ
の
高
い
意
識
が
両
輪
と

な
り
、
博
物
館
は
今
年
も
毎
日
元
気
に
開
館
し

て
い
ま
す
。
友
の
会
の
皆
様
に
は
、
当
館
の
振

興
発
展
に
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
友

の
会
の
活
動
も
思
う
に
任
せ
な
い
状
況
が
懸
念

さ
れ
ま
す
が
、
当
館
は
会
員
の
皆
様
が
「
博
物

館
へ
行
く
の
が
楽
し
み
」
と
思
っ
て
頂
け
る
企

画
や
展
示
を
提
供
す
る
た
め
、
今
年
も
精
進
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



敦賀市立博物館友の会だより　9 ８号　( 令和 4 年 10 月 )

館
蔵
品
紹
介　
　

 

　

清
化
堂
道
碩
と
い
う
人
物
が
敦
賀
の

名
勝
十
七
景
を
選
ん
で
漢
詩
と
風
景
を

載
せ
た
敦
賀
最
古
の
版
行
典
籍
と
言
わ

れ
る
『
敦
賀
名
勝
詩
』（
元
禄
五
年
）
の

中
の
一
景
「
鞠
山
晴
望
」、
そ
し
て
江
戸

時
代
の
後
半
に
、
敦
賀
の
狂
歌
師
・
柿

谷
半
月
が
敦
賀
の
名
勝
八
景
を
選
び
、

長
谷
川
幸
山
な
る
人
物
に
風
景
画
を
描

か
せ
、
自
ら
の
狂
歌
や
芭
蕉
や
西
行
の

俳
句
等
を
添
え
て
名
所
案
内
と
し
て
出

版
し
た
『
敦
賀
風
景
八
ツ
乃
詠
』
の
一

景
「
金
ケ
崎
帰
帆
」
に
、
よ
ー
く
見
る

と
鞠
山
（
敦
賀
藩
）
陣
屋
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
に
最
近
気
が
付
き
ま
し
た
…

こ
の
続
き
は
特
別
展
図
録
に
！

追
悼 
千
葉
半
厓
先
生

   

去
る
６
月
２
日
、
千
葉
清
こ
と
半
厓
先
生

が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
北
陸
の
書
道
界
を
代

表
す
る
書
家
で
あ
り
、
芸
術
文
化
の
指
導
者

で
も
あ
っ
た
先
生
に
は
、
当
博
物
館
で
も
、

永
年
に
亘
り
協
議
会
委
員
と
し
て
御
指
導
を

賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
博
物
館
の
図
録
等
、

刊
行
物
の
表
題
に
御
揮
毫
い
た
だ
き
ま
し

た
。

   

本
会
報
の
表
題
も
千
葉
先
生
の
御
染
筆
で

す
。
そ
し
て
、
実
は
現
館
長
の
御
尊
父
で
も

あ
り
ま
し
た
。
享
年
九
十
一
。

   

先
生
の
御
生
前
の
温
顔
を
偲
び
、
泉
下
に

向
か
っ
て
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
な

が
ら
、
永
遠
の
眠
り
に
安
ん
じ
ら
れ
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

[ 編集後記 ]
　友の会記念講演は西福寺の二橋信玄さまに
も御参列頂きまして盛会となりました。この
嬉しい出来事は西福寺より講演を拝聴したい
と申し出があり、博物館、友の会の関係者さ
まのお力添えで実現を致しました。博物館、
友の会の西福寺への思いに対して西福寺の感
謝の気持ちが表れた会であった事を皆様にご
報告させて頂きます。　　　　　事務局長
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お
知
ら
せ

●
特
別
展　

敦
賀
藩
物
語

　

か
つ
て
敦
賀
・
鞠
山
に
あ
っ
た
「
鞠
山
藩
（
敦
賀

藩
）」
に
つ
い
て
、
県
内
外
の
資
料
か
ら
そ
の
歴
史

を
ひ
も
と
き
ま
す
。

〔
会
期
〕
十
月
二
〇
日
（
木
）
～
十
二
月
四
日
（
日
）

〔
休
館
日
〕
毎
週
月
曜
日
、十
一
月
四
日
（
金
）、二
十
四
日
（
木
）

〔
会
場
〕
敦
賀
市
立
博
物
館
２
・３
階
展
示
室

   
関
連
イ
ベ
ン
ト

●
記
念
講
演
会
「
敦
賀
藩
物
語
」

〔
講
師
〕
多
仁
照
廣
氏

〔
日
時
〕
十
月
二
十
九
日
（
土
）
十
四
時
～

〔
会
場
〕
き
ら
め
き
み
な
と
館
小
ホ
ー
ル

〔
参
加
費
〕
無
料
、
申
込
不
要

〔
共
催
〕
気
比
史
学
会

●
展
示
解
説

〔
日
時
〕
十
月
二
十
二
日（
土
）、十
一
月
十
二
日（
土
）　

　

各
十
三
時
三
〇
分
～

★
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

特
別
展
開
催
に
伴
い
、
左
記
の
日
程
で
臨
時
休
館

い
た
し
ま
す
。（
隣
接
の
み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館

は
通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
）

十
月
十
八
日(

火)

、
十
九
日(

水)

、
十
二
月
六
日(

火)

☆
☆
友
の
会
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
☆
☆

友
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
随
時

募
集
中
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
事

務
局
（
２
５
‐
７
０
３
３
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「敦賀風景八ツ乃詠」「金ケ崎帰帆」


